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令和２年１１月 全国百貨店売上高概況 

令和２年１２月２２日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４，１７８億円余 

２．前年同月比     －１４.３％（店舗数調整後／１４か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ７３社 １９６店 （令和２年１０月対比±０店） 

４．総店舗面積     ５,０４９,４３０㎡ （前年同月比：－４.１％） 

５．総従業員数     ６０,０８９人 （前年同月比：－６.７％） 

６．３か月移動平均値   4-6 月 －５１.７％、5-7 月 －３４.１％、6-8 月 －２０.４％、 

（店舗数調整後）   7-9 月 －２５.６％、8-10 月 －２０.５％、9-11 月 －１７.８％ 

 

  ［参考］令和元年１１月の売上高増減率は－６.０％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 
１１月の売上高は１４.３％減と、消費増税の反動要因があった前月（１.７％減）から水準を下

げる結果となった。月の前半まで回復基調にあったが、中旬から新型コロナ感染症が再度拡

大し、高齢層を中心に外出自粛気運が高まったことで、売上・客数共に大きな影響を受けた。

一方、時計・宝飾品やラグジュアリーブランドなど高額商材は引き続き好調に推移した。 

顧客別では、国内市場は１０.０％減（２か月ぶり／シェア９９.３％）、インバウンドは入国規制の影

響から８９.３％減（２７.９億円／１０か月連続／シェア０.７％）と低水準のまま推移している。 

地区別では、大都市（１０都市／１５.９％減）・地方（１０都市以外の地区／１０.２％減）共に不調であり、

大都市と地方の伸び率格差は５.７ポイントまで縮小した。特に、月初から感染症再拡大の影

響を受けた札幌（３３.３％減）が大きくマイナスした。 

商品別では、美術・宝飾・貴金属が前年消費増税による影響（１２.３％減）の反動もあって、

二桁増（１２.０％増／２か月連続）と高い伸びを示した。食料品では、イエナカ需要・絆消費の盛上

りで、クリスマスケーキやおせち、お歳暮が好調に推移している。各社注力しているＥＣ売

上も引き続き伸長しており、シェアを徐々に高めている。衣料品は、高気温による冬物需要

の減退に加え、国内アパレルのブランド改廃や販路集約の影響もあって苦戦が続いている。 

コロナ禍での年末・年始商戦を控え、各店では、福袋の事前予約やネット対応、クリアラ

ンスセールの会期拡大など、混雑緩和（三密回避）を軸とした感染予防に一層配慮しつつ、「新し

い生活様式」における需要動向・買物行動の変化に適合した新施策を積極展開している。 

 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇中旬の後半を中心に日本付近に暖かい空気が流れ込んだため、月平均気温は全国的に高く、東・西日本でかなり高か

った。降水量は東日本太平洋側でかなり少なく、日照時間は東日本日本海側でかなり多かった。 

(2) 営業日数増減     ２９.９日（前年同月比 ±０日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １１日（  〃    ＋１日／日曜１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０６店舗） 

     ①増加した：２店、②変化なし：７店、③減少した：９７店 

  (5) １１月歳時記（歳暮、七五三）の売上（同上／有効回答数８１店舗） 

     ①増加した：４店、②変化なし：１８店、③減少した：５９店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 417 ,874 ,203 100 .0 -14 .3 ( -15 .4 )

10都市 294 ,818 ,299 70 .6 -15 .9 ( -16 .1 )

札幌 8,757,177 2.1 -33.3

仙台 6,345,650 1.5 -4.8

東京 116,903,617 28.0 -17.8

横浜 27,749,963 6.6 -12.2

名古屋 26,708,587 6.4 -11.1

京都 17,288,804 4.1 -15.0

大阪 56,030,294 13.4 -18.1

神戸 9,545,153 2.3 -5.6 ( -13.4)

広島 9,270,974 2.2 -11.8

福岡 16,218,080 3.9 -7.2

10都市以外の地区 123 ,055 ,904 29 .4 -10 .2 ( -13 .5 )

北海道 931,872 0.2 -17.4

東北 5,392,894 1.3 -7.5 ( -20.3)

関東 55,778,858 13.3 -7.7 ( -9.3)

中部 8,771,532 2.1 -9.6 ( -19.3)

近畿 16,598,113 4.0 -13.2 ( -16.9)

中国 10,057,025 2.4 -7.4

四国 5,757,733 1.4 -13.7 ( -26.9)

九州 19,767,877 4.7 -15.2

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 417 ,874 ,203 100 .0 -14 .3 ( -15 .4 )

紳士服・洋品 25,846,725 6.2 -23.6 ( -24.4)

婦人服・洋品 71,562,449 17.1 -21.7 ( -22.8)

子供服・洋品 6,746,924 1.6 -20.0 ( -21.2)

その他衣料品 7,935,320 1.9 -12.0 ( -13.4)

衣　　料　　品 112 ,091 ,418 26 .8 -21 .4 ( -22 .5 )

身のまわり品 51 ,647 ,053 12 .4 -10 .5 ( -11 .5 )

化粧品 32,615,731 7.8 -28.2 ( -28.8)

美術・宝飾・貴金属 30,990,708 7.4 12.0 (　10.8)

その他雑貨 13,905,305 3.3 -5.8 ( -7.1)

雑　　　　　　貨 77 ,511 ,744 18 .5 -11 .7 ( -12 .6 )

家　　具 4,491,608 1.1 -20.7 ( -21.3)

家　　電 2,230,840 0.5 -13.9 ( -14.0)

その他家庭用品 10,834,770 2.6 -8.8 ( -10.0)

家　庭　　用　品 17 ,557 ,218 4 .2 -12 .8 ( -13 .7 )

生　鮮　食　品 26,908,395 6.4 -8.3 ( -9.5)

　菓　　子　 33,968,445 8.1 -13.6 ( -14.8)

　惣　　菜　 28,257,331 6.8 -10.6 ( -11.5)

その他食料品 46,647,958 11.2 -8.0 ( -9.5)

食　　　料　　　品 135 ,782 ,129 32 .5 -10 .1 ( -11 .3 )

食　堂　　喫　茶 8 ,116 ,987 1 .9 -28 .2 ( -28 .8 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,200 ,005 1 .0 -12 .4 ( -13 .3 )

そ　　の　　他 10 ,967 ,649 2 .6 -11 .1 ( -11 .7 )

商　　　品　　　券 13 ,099 ,730 3 .1 -13 .5 ( -14 .4 )

全国百貨店　売上高速報 2020年11月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向      －１５.９％（店舗数調整後／１４か月連続マイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向 －１０.２％（店舗数調整後／２か月ぶりマイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１５.９ －１１.５ １４か月連続マイナス 

札 幌 －３３.３ －０.９ １０か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －４.８ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

東 京 －１７.８ －５.２ １４か月連続マイナス 

横 浜 －１２.２ －０.８ ２か月ぶりマイナス 

名古屋 －１１.１ －０.７ ２か月ぶりマイナス 

京 都 －１５.０ －０.６ １４か月連続マイナス 

大 阪 －１８.１ －２.５ １４か月連続マイナス 

神 戸 －５.６ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

広 島 －１１.８ －０.３ １０か月連続マイナス 

福 岡 －７.２ －０.３ １４か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －１０.２ －２.９ ２か月ぶりマイナス 

北海道 －１７.４ －０.０ １０か月連続マイナス＊ 

東 北 －７.５ －０.１ １０か月連続マイナス＊ 

関 東 －７.７ －１.０ ２か月ぶりマイナス 

中 部 －９.６ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

近 畿 －１３.２ －０.５ ２か月ぶりマイナス 

中 国 －７.４ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

四 国 －１３.７ －０.２ １４か月連続マイナス 

九 州 －１５.２ －０.７ １４か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は、衣料品、食料品が１４か月連続、身のまわり品、雑貨、家庭用品が２か 

月ぶりと全品目がマイナスとなった。その他の品目は、美術・宝飾・貴金属が２か月連 

続のプラスとなった。 

   

   

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

 商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１４.３ ― １４か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －２３.６ －１.６ １４か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －２１.７ －４.１ １４か月連続マイナス 

子供服・洋品 －２０.０   －０.３ ２か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －１２.０ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

衣料品 －２１.４ －６.３ １４か月連続マイナス 

身のまわり品 －１０.５ －１.２ ２か月ぶりマイナス 

化粧品 －２８.２ －２.６ １０か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １２.０ ０.７ ２か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －５.８ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

雑貨 －１１.７ －２.１ ２か月ぶりマイナス 

家具 －２０.７ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

家電 －１３.９ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

その他家庭用品 －８.８ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

家庭用品 －１２.８ －０.５ ２か月ぶりマイナス 

生鮮食品 －８.３ －０.５ ２５か月連続マイナス＊ 

菓子 －１３.６ －１.１ １０か月連続マイナス＊ 

惣菜 －１０.６ －０.７ １４か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －８.０   －０.８ １４か月連続マイナス＊ 

食料品 －１０.１ －３.１ １４か月連続マイナス 

食堂喫茶 －２８.２ －０.７ １４か月連続マイナス 

サービス －１２.４ －０.１ ９か月連続マイナス 

その他 －１１.１ －０.３ ２か月ぶりマイナス 

商品券 －１３.５ －０.４ １１７か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

お 問 い 合わせは、日本 百貨店協会  森 ・ 橘・長柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

